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東八森駅付近　遠景の山は八沢峰　　所有者：堀内常雄氏
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ジオポイントの紹介⑯

　

子
ど
も
の
こ
ろ
大
人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
話
で
す
が
、
昭
和

10
年
ご
ろ
江
口
輯
治
と
い
う
人
が
い
て
、
磯
村
付
近
で
石
油

の
井
戸
を
掘
っ
た
が
失
敗
し
、
自
宅
に
一
人
残
り
縁
側
で
昼

寝
を
し
て
い
ま
し
た
。
夢
の
中
で
、
な
ん
と
自
宅
の
庭
に
石

油
が
噴
出
し
た
の
を
見
た
の
だ
そ
う
で
す
。
江
口
氏
は
は
っ

と
目
を
覚
ま
し
、
発
奮
し
て
再
度
試
掘
を
始
め
ま
し
た
。
そ

し
て
目
名
潟
海
岸
で
見
事
に
八
森
油
田
第
１
号
油
井
を
掘
り

当
て
た
と
い
う
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
油
井
は
ど
ん
ど
ん
増
え
、
昭
和
40
年
ま
で
掘
り

出
し
た
石
油
の
総
量
は
１
２
５
，
１
６
６
kl
で
、
ド
ラ
ム
缶

で
約
69
万
本
分
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
石
油
と
一
緒

に
ガ
ス
や
地
下
水
も
出
た
の
で
す
か
ら
、
ぜ
ん
ぶ
合
わ
せ
る

と
大
変
な
量
の
液
体
や
気
体
が
地
中
か
ら
出
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
物
質
は
一
体
地
下
の
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
隠
れ
て

い
た
も
の
で
し
ょ
う
か
？
八
森
油
田
で
65
号
井
と
呼
ば
れ
た

井
戸
が
現
在
の
秋
田
ア
ル
ス
工
場
北
側
に
掘
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
井
戸
は
２
，
０
０
０
ｍ
ま
で
掘
り
進
め
ら
れ
、
地
表
か

ら
そ
こ
ま
で
の
地
層
の
一
部
を
掘
り
出
し
て
詳
し
く
調
べ
ら

れ
ま
し
た
。
驚
い
た
こ
と
に
泥
岩
な
ど
の
地
層
に
挟
ま
れ
る

よ
う
な
形
で
、
３
５
０
ｍ
の
厚
さ
で
素
波
里
安
山
岩
の
岩
体

が
あ
っ
た
の
で
す
。
石
油
は
主
に
こ
の
岩
体
か
ら
く
み
上
げ

ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

　

素
波
里
安
山
岩
は
も
と
も
と
、
藤
里
町
の
素
波
里
付
近
で

研
究
さ
れ
た
安
山
岩
で
、
そ
の
地
名
を
と
っ
て
名
付
け
ら
れ

た
名
前
で
す
。
研
究
が
進
む
に
つ
れ
て
八
森
地
区
に
も
分
布

し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
油
田
風
景
を

撮
っ
た
写
真
を
見
る
と
後
方
に
そ
び
え
る
山
々
は
ほ
と
ん
ど

こ
の
岩
体
か
ら
で
き
て
い
ま
す
し
、
近
く
で
は
薬
師
山
や
母

谷
山
、
海
岸
部
で
は
泊
海
岸
や
椿
海
岸
、
雄
島
な
ど
も
素
波

里
安
山
岩
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
安
山
岩
は
海
底
に
噴
出
し
た
火
山
に
よ
っ
て
で
き
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
岩
石
を
よ
く
み
る
と
溶
岩
や
火

山
灰
、
溶
岩
の
破
片
が
火
山
灰
の
中
に
入
り
混
じ
っ
た
角
礫

凝
灰
岩
（
角
ば
っ
た
石
と
火
山
灰
か
ら
で
き
て
い
る
岩
）
な

ど
が
海
底
に
積
み
重
な
っ
て
出
来
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
溶
岩
の
破
片
を
よ
く
観
察
す
る
と
た
く
さ
ん
の
穴

（
溶
岩
の
写
真
）
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
中
に

石
油
が
溜
ま
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

　

素
波
里
安
山
岩
が
あ
る
の
に
石
油
が
出
来
な
い
地
域
で
は
、

こ
の
穴
に
地
下
水
が
溜
ま
っ
て
い
る
ら
し
い
の
で
す
。
八
森

中
学
校
東
側
に
流
れ
て
い
る
沢
水
や
、
お
酒
「
白
瀑
」
に
使

わ
れ
て
い
る
水
は
素
波
里
安
山
岩
に
蓄
え
ら
れ
た
地
下
水
が

地
表
に
湧
き
出
て
き
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
素
波
里
安
山
岩
は
地
域
の
発
展
に
深
く
か
か

わ
っ
て
い
て
、
私
た
ち
は
そ
の
恩
恵
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
い

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

工
藤　

英
美

　
　
　

〒
０
１
８̶

２
６
１
２

　
　
　
　

秋
田
県
山
本
郡
八
峰
町
八
森
字
ノ
ケ
ソ
リ
１
１
６

旧
岩
館
小
学
校
内

℡
０
１
８
５̶

７
８̶

２
４
２
７

連載 第18回 ジオポイントの紹介⑯

八
峰
町
発
展
に
か
か
わ
っ
た
八
森
油
田

素波里安山岩の溶岩

大
日
６
号

大
日
11
号

え
ぐ

ち
し
ゅ
う
じ

ジオサイト・クリーンアップ

大作戦
ジオサイト・クリーンアップ

～スッキリさせようジオパーク～

大作戦
ジオサイト・クリーンアップ

大作戦 ジオパークの見どころであるジオサイトを、一緒にクリーンアップしませんか？
当日は、ジオパーク推進協議会の工藤英美会長から、ジオパークのお話も聞く
ことができます。
クリーンアップでジオサイトもスッキリ！心もスッキリ！
お話を聞いてジオパークについての疑問もスッキリ！なイベントです。

参加者募集 !

◆こんな方にオススメ！◆
・「ジオパーク」ってよく聞くけど、どんなものかよくわからない。　　
・環境活動をして、エコ・アクション・ポイントのスタンプを貯めたい。
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■日　　時　　7月 22日㈰　7：00～8：30（6：50までにあきた白神体験センター前に集合）
■場　　所　　御所の台（清掃場所は岩場の海岸です）
■申込締切　　7月 18日㈬まで
■参加申込　　まちおこしＮＰＯオモシエナ（担当：板谷）　電話080-5573-6064
※参加される場合はイベント保険をかけますので、必ず事前にお申込み下さい。
　参加すると、八峰町エコ・アクション・ポイントのスタンプが1個もらえます！　
主催：まちおこしＮＰＯオモシエナ　共催：八峰白神ジオパーク推進協議会

糠森は高くなっている！？　地域のジオを考えよう！

出前講座『椿台ジオパークの話を聞く会』を行ないました。
糠森は高くなっている！？　地域のジオを考えよう！

出前講座『椿台ジオパークの話を聞く会』を行ないました。
糠森は高くなっている！？　地域のジオを考えよう！

出前講座『椿台ジオパークの話を聞く会』を行ないました。

　“自分たちの地域のジオについて考え、楽しもう”と６月１７日に八森・椿台地区で「椿台ジオ

パークの話を聞く会」が行われました。この催しは、ぬかもり会が主催、椿台婦人会、椿台自治会

の共催で行われ、八峰白神ジオパーク推進協議会の工藤英美会長が講師を務めました。

　椿台地区には、ハの字のイルミネーションで有名な糠森（ぬかもり）のほか、笹森（ささもり）、

半鐘山（はんしょうやま）、小糠森（こぬかもり）という小高い森が点在しています。神社があっ

たり、かつては半鐘台があったりとそれぞれが歴史をもち、地域の人々に馴染みのある場所となっ

ています。これらの森にまつまわるジオの話を聞こうということで参加者を募ったところ、子供か

らご年配の方まで約４０名もの方々に集まっていただきました。

　はじめに自治会館で工藤会長から地域にまつわる地質の紹介がありました。そのなかには「糠森

の標高がだんだん高くなっている！？」など、参加者がびっくりするようなエピソードがありまし

た。

　その後、笹森・半鐘山・小糠森の周辺を観察しました。地質の説明以外に、それぞれの場所にま

つわる歴史などバラエティに富んだ内容の会話が参加者の間で交わされていました。観察の締めく

くりに、この３つの森の位置関係を調べてみようと、それぞれの頂上からバルーンをあげてみまし

た。なんとバルーンはほぼ一直線上に並んでいることがわかりました。工藤会長は「これらの森は、

長い距離にわたって１枚板のようにして上ってきたマグマがもととなってできたため一列に並んで

いるのではないか」と説明していました。参加者

の方々は、森ができる過程を想像するなどジオに

想いを馳せていたようです。

　八峰町は地域によってバラエティに富んだ地形・

地質があり、そのことが地域の暮らしと密接にか

かわっていることもあります。当協議会ではジオ

パークを身近に感じていただくため「出前講座」

を行なっています。講座開催を希望される団体が

ございましたら協議会事務局までお気軽にご連絡

ください。


